
昨
年
12
月
27
日
に
始
ま
っ
た
イ
ス

ラ
エ
ル
の
ガ
ザ
地
区
攻
撃
は
、
空
爆

に
続
き
、
１
月
３
日
か
ら
地
上
軍
を

侵
攻
さ
せ
、
地
上
戦
が
激
化
し
、

「
地
区
内
に
安
全
な
場
所
は
な
い
」

（
国
連
ス
タ
ッ
フ
）
事
態
に
。

死
者
は
７
０
０
人
近
く
に
な
り
、

４
分
の
１
が
子
ど
も
で
あ
る
と
報
道

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
も
ガ
ザ
地
区

は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
長
期
に
わ

た
る
閉
鎖
で
、
食
料
・
電
気
・
水
道
・

医
薬
品
な
ど
も
極
度
に
不
足
す
る
劣

悪
な
環
境
に
お
か
れ
て
い
ま
す
。

イ
ス
ラ
エ
ル
の
地
上
攻
撃
で
、
パ

レ
ス
チ
ナ
市
民
の
犠
牲
が
増
大
す
る

中
、
国
際
社
会
で
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル

に
即
時
停
戦
を
求
め
る
声
が
強
ま
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
イ
ス
ラ
エ
ル
は
、

こ
れ
を
拒
否
。
ア
メ
リ
カ
の
黙
認
を

受
け
、
ガ
ザ
で
の
攻
撃
を
続
行
し
て

い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
国
際
法
に
も
、
人
道

に
も
反
す
る
イ
ス
ラ
エ
ル
の
軍
事
行

動
に
怒
り
を
込
め
て
厳
し
く
批
判
し
、

軍
事
行
動
を
即
刻
や
め
、
即
時
停
戦

を
強
く
求
め
ま
す
。

今
、
自
衛
隊
の
海
外
派
兵
へ
の
新
た
な
危
険

な
動
き
が
強
ま
っ
て
い
ま
す
。
自
民
・
公
明
両

党
は
、
海
賊
対
策
を
口
実
に
ソ
マ
リ
ア
沖
へ
海

上
自
衛
隊
を
派
兵
さ
せ
る
新
法
案
を
今
国
会
に

提
出
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
法
ま
で
の
つ
な
ぎ
と
し
て
自
衛
隊
法
８
２
条

が
規
定
す
る
海
上
警
備
行
動
で
対
応
す
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
ま
し
た
。

新
法
制
定
ま
で
含
め
た
、
ソ
マ
リ
ア
沖
へ
の
海
上
自
衛

隊
派
兵
の
動
き
は
、
イ
ン
ド
洋
へ
の
派
兵
に
続
き
、
何
が

何
で
も
憲
法
違
反
の
自
衛
隊
の
海
外
派
兵
を
お
し
進
め
よ

う
と
い
う
危
険
な
も
の
で
す
。

そ
も
そ
も
、
海
賊
問
題
の
解
決
に
軍
事
力
で
対
処
が
有

効
で
し
ょ
う
か
。
ソ
マ
リ
ア
で
は
、
２
０
年
以
上
内
戦
が

続
き
、
沿
岸
漁
民
が
海
賊
に
転
じ
て
い
る
と
報
道
さ
れ
て

い
ま
す
。
ソ
マ
リ
ア
情
勢
の
根
本
的
解
決
を
す
る
国
際
協

力
を
し
な
い
ま
ま
自
衛
隊
派
兵
に
固
執
す
る
の
で
は
、
問

題
解
決
に
つ
な
が
ら
ず
、
真
の
国
際
貢
献

と
は
い
え
ま
せ
ん
。
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